
























































































































































































セリング研究， 33,pp. 95-102, 2002年）や，教師・保護者・カウンセラー及び
様々な分野の専門家によるチームによる「心理教育的援助サービス」の体系化を
目指した石隈の研究（石隈利紀『学校心理学』，誠信書房， 2003年）である。現
-182-
在徐々にこの分野の研究もすすめられてきており，カウンセリングは吉田氏が危
惧している状況に完全に飲み込まれているわけではない。
カウンセリングと心理療法の概念をできる限り区別し，カウンセリングを治療
的機能・過程というよりも，むしろ教育的機能・過程として積極的に評価したい
評者にとって，本書において捉えられているカウンセリング概念は幾分狭<, カ
ウンセリングにおけるすべての側面を正当に評価していないように感じられた。
とくに，たとえ「育てる」カウンセリングであっても，「日常の社会や生活を切り
離して個人の中での病理・治療モデルに着眼している」という点で，「病院の心理
職系のグループ」と「根本において共通していると言わざるを得ない」と本書が
批判している点には同意しかねる。というのも，そのような大雑把な捉え方をす
れば，カウンセリングに限らず学校教育のシステム自体が「日常の社会や生活」
から個人を切り離している，と考えることも可能だからである。また，そこで語
られる「日常」という概念自体が，カウンセリング理論においても多様であり得
ることが考慮されるべきであろう。カウンセリング理論にはいくつかの異なった
哲学的・理論的立場が存在しており，それらに基づきながら，「日常の社会や生
活」と不可分に結びついたものとしてスクールカウンセリングのシステムを包括
的に構築することは容易ではない。スクールカウンセリングを基礎づける理論と
哲学を明らかにすることが，今後の大きな課題となるであろう。
吉田武男・中井孝章著
『カウンセラーは学校を救えるか一「心理主義化する学校」の病理と変革ー』
昭和堂刊， 2003年， 1900円
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